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は
じ
め
に

本
稿
は
‘
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
南
部
高
地
州
メ
ン
デ
ィ
地
方
区

に
お
い
て
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
の
さ
い
‘
展
開
さ
れ
た
選
挙
運
動

に
つ
い
て
の
予
備
的
報
告
で
あ
る
。

現
在
の
パ
プ
ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
い
て
は
も
は
や
国
民
国
家

の
枠
組
を
無
視
し
て
地
域
社
会
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

。
村

落
に
は
徐
々
に
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
‘
紛
争
は
国
家
の
司
法
制
度
に

(
2
)
 

組
み
込
ま
れ
た
ビ
レ

ッ
ジ
コ
ー
ト
に
お
い
て
調
停
さ
れ
、
行
政
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
を
望
む
声
は
絶
え
ず
聞
か
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、

貨
幣
の
多
く
か

「慣
習
的
」
賠
償
支
払
や
婚
資
に
費
や
さ
れ
、
ビ
レ

ッ
ジ

コ
ー
ト
は

「
慣
習
法
」
に
も
と
づ
い
た
調
停
を
お
こ
な
い
‘
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
分
配
は
新
た
に

「
現
代
の
ビ
ソ
グ

マ
ン
L

を
生
み
出

し
て
い
る
。
「
慎
習
的
」
（
あ
る
い
は

「
伝
統
的
」）

諸
制
度

・
理
念

と
国
民
国
家
の
諸
制
度

・
理
念
と
の
、
不
断
の
相
互
作
用
を
視
野
に

野

伸

一

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程

中

人
れ
な
け
れ
ば
、
地
域
社
会
の
現
在
は
理
解
さ
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。

「
慣
習
的
な
も
の
」
と

「国
民
国
家
的
な
も
の
」
と
の
交
錯
お
よ

び
相
互
作
用
は
‘
本
稿
で
扱
う
選
挙
運
動
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
ト
レ

ー
ド
ス
ト
ア

（村
の
雑
貨
店
）
に
も
立
候
補
者
の

ポ
ス
タ
ー
か
貼
ら
れ
、
演
説
会
が
頻
繁
に
催
さ
れ
る
一
方
で
、
立
候

補
者
の
贈
与
に
よ

っ
て

「慣
習
的
」
賠
償
支
払
が
活
性
化
し
、
旧
来

の

「
豚
祭
」
に
範
を
と

っ
た

「豚
肉
の
分
配
」
が
催
さ
れ
た
り
も
す

合
と
り
わ
け
本
稿
で
重
点
的
に
記
述
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ラ
リ
ー

は
、
両
者
が
興
味
深
い
交
錯
を
み
せ
る
場
で
あ
る
。

ラ
リ
ー
と
は
‘

「伝
統
的
」
衣
装
で
盛
装
し
た
多
く
の
人
々
と
と

も
に
立
候
補
（予
定
）
者
が
隊
列
を
組
ん
で
行
進
し
、
見
物
に
集
ま

っ

た
人
々
に
支
持
を
訴
え
る
選
挙
運
動
を
い
う
が
、
通
常

「
プ
テ
ィ

ン

・
ノ
ミ
ネ
シ
ョ
ン

・
フ
ィ

(T
o
k
P
idgin: p
u
t
i
m
 N
o
m
i
n
a
t
i
o
n
 

F
e
e
立
候
補
届
出
の
さ
い
の
登
録
料
納
入
）
」
と
呼
ば
れ
る
。

つ
ま

り
、
人
々
は

「法
的
な
立
候
補
表
明
」
を
示
す
言
葉
で
ラ
リ
ー
を
呼

ぶ
の
だ
が
、
実
際
に
は
ラ
リ
ー
と
立
候
補
登
録
料
納
入
の
あ
い
だ
に



直
接
の
関
係
は
な
く
‘
む
し
ろ
ラ
リ
ー
は
立
候
補
者
が

「現
代
の
ビ

ッ
グ
マ
ン
」
と
し
て
自
己
を
誇
示
す
る
、
い
わ
ば

「社
会
的
な
立
候

補
表
明
」
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
人
々
は

「社
会
的
立
候
補
」
を

さ
す
た
め
に
‘
「
法
的
立
候
補
」
を
表
す
用
語
を
借
用
し
て
い
る
の

ゞ
f
o

f
 こ

う
し
た
現
状
は
‘

「伝
統
的
し
政
治
制
度
を
主
た
る
研
究
対
象

と
し
て
き
た
政
治
人
類
学
、
あ
る
い
は
近
代
国
民
国
家
や
議
会
制
民

主
主
義
の

「普
遍
性
」
を
主
張
す
る
政
治
学
で
は
な
く
‘
「
慣
習
的

な
も
の
」

（固
有
の
政
治
文
化
）
と

「国
民
国
家
的
な
も
の
」
と
の

相
互
作
用
に
つ
い
て
の

「
現
在
の
民
族
誌
」
を
問
題
に
す
る

「
人
類

学
的
政
治
研
究
」
[
合
田

7
九
九
七
]
の
視
点
か
ら
記
述

・
分
析
さ

(
3
)
 

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

報
告
者
は
、
政
治
現
象
に
つ
い
て
の

「現
在
の
民
族
誌
」
で
あ
る

「
人
類
学
的
政
治
研
究
」
を
志
す
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の

前
段
階
と
し
て

一
選
挙
区
に
お
け
る
選
挙
運
動

（と
く
に
ラ
リ
ー
）

の
実
態
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
記
述
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
い

。

「慣
習
的
な
も
の
」
と

「国
民
国
家
的
な
も
の
」
と
を
腑
分
け
す

る
よ
り
も
‘
眼
前
の
「
い
ま
ま
さ
に
生
起
し
て
い
る
出
来
事
」
を
そ

の
ま
ま
に
記
述
す
る
こ
と
を
本
稿
の
課
題
と
し
た
い

。

． 
一
九
九
七
年
総
選
挙
の
経
過

一
九
七
五
年
に
独
立
し
て
以
米

パ
。フ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
一
貫

し
て

一
院
か
ら
な
る
議
院
内
閣
制
を
と
っ
て
ぎ
た
。
国
会
は
、
各
州

全
域
を
選
挙
区
と
す
る
全
州
区

(R
e
g
io
n
a
l
E
le
c
t
o
r
a
t
e
)
選
出

の
二

0
議
席
お
よ
び
、
よ
り
小
さ
な
選
挙
区
で
あ
る
地
方
区

(O
p
e
n
 E
lect
o
rat
e)

選
出
の
八
九
議
席
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
全

州
区
、
地
方
区
双
方
と
も
に
定
数
一
の
小
選
挙
区
制
で
あ
り
、
任
期

は
五
年
で
解
散
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
五
年
に
一
度
定
期
的
に
め
ぐ

っ
て
く
る
国
会
議
員
選
挙
で
は
国
民
の
多
く
が
熱
狂
し
、
約
ニ
カ
月

間

（通
常
四
月
か
ら
六
月
）
の
法
定
選
挙
運
動
期
間
中
は
国
中
が
騒

然
と
な
る
。

全
州
区
選
出
の
国
会
議
員
は
州
知
事
を
か
ね
て
お
り
、
州
行
政
全

般
に
大
き
な
権
限
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
州
に
は
州
議
会
が
設

置
さ
れ
て
州
予
尊
の
審
議
、
州
法
の
制
定
な
ど
に
あ
た

っ
て
き
た
か
、

地
方
制
度
改
革
に
よ
り
現
在
は
そ
の
機
能
を
停
止
し
て
い
た
。
さ
ら

に
、
地
方
政
治
の
末
端
に
は
地
方
議
会
政
府

(L
o
c
a
l
C
o
u
n
ci
l
 

G
o
v
r
n
m
e
n
t
)
が
お
か
れ
て
お
り
、
選
挙
で
選
ば
れ
る
そ
の
議
員

(C
o
u
n
c
il
o
r
以
下
カ
ン
ソ
ル
）
が
村
人
に
と

っ
て
地
方
行
政
全
般

の
窓
口
に
な

っ
て
い
る
（
以
下
、
カ
ン
ソ
ル
の
選
出
母
体
を
村
と
呼

ぶ
）。一

九
九
四
年
に
再
選
さ
れ
た
チ
ャ

ン
首
相

（人
民
進
歩
党
）
は‘

「プ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
紛
争
」
の
解
決
を
は
か

っ
て
外
国
人
傭
兵
部
隊
の

投
入
を
計
画
し
た
が
、
一
九
九
七
年
三
月
、
国
防
軍
司
令
官
が
傭
兵

会
社
と
の
秘
密
契
約
の
内
容
を
暴
露

•

非
難
し
た
こ
と
よ

っ

て
首
都

ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
は
混
乱
に
陥
り
、
二
五
日
に
は
チ
ャ
ン
首
相
の

108 



職
務
一
時
停
止
決
議
が
国
会
に
提
案
さ
れ
た
。
国
会
は

一
度
は
こ
れ

を
否
決
し
た
か
、
激
高
し
た
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
の
民
衆
と

一
部
軍

人
が
国
会
を
包
囲
し
て
再
審
議
を
迫

っ
た
た
め
、
結
局
チ

ャ
ン
首
相

は
職
務
を
停
止
さ
れ
、
代
わ

っ
て
同
党
の
ギ
ヘ

ー
ロ
が
臨
時
首
相
に

(5
)
 

指
名
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
四
月

―一

日
の
選
挙
登
録
料

(N
o
m
i
n
at
io
n
F
e
e
)
 

納
入
開
始
に
よ

っ
て一

九
九
七
年
総
選
挙
の
火
蓋
が
切

っ
て
落
と
さ

れ
た
。
お
も
な
争
点
は
州
議
会
廃
止
の
是
非
と
汚
職
追
放
で
あ

っ
た
。

新
聞
は
連
日
の
よ
う
に
選
挙
特
集
を
組
み
‘
ム
ラ
に
は
現
金
が
と
び

か
い
、
人
々
は
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン
ラ
リ
ー
に
参
加
し
、
候
補
者
の
昭
に

花
を
咲
か
せ
た
。
と
く
に
高
地
五
州
で
は
支
持
者
ど
う
し
の
衝
突
や

暴
力
事
件
が
頻
発
し
、
ま
た
、
分
離
独
立
運
動
に
揺
れ
る
ブ
ー
ゲ
ン

ビ
ル
で
は
候
補
者
の
誘
拐
事
件
さ
え
発
生
し
た
。

六
月
下
旬
に
お
こ
な
わ
れ
た
投
票

（首
都
地
区
と
高
地
五
州
は

一

日
で
投
票
、

他
の
州
で
は
二
週
間
は
ど
の
期
間
に
投
票
箱
か
州
内
の

各
投
票
所
を
巡
回
し
た
）
の
結
果
、
与
党
の
人
民
進
歩
党
は
首
相
の

チ
ャ
ン
、
臨
時
首
相
の
ギ
ヘ
ー
ロ
を
は
じ
め
閣
僚
が
軒
並
み
落
選
し

て
惨
敗
し
た
。
選
挙
結
果
を
う
け
て
各
政
党
は
連
立
工
作
に
入
り
、

七

月

二

二

日

、

国

会

は

国

民

会

議

(P
e
o
pl
e
's

N
a
t
i
o
n
a
l
 

C
o
n
g
ress)

党
首
ビ
ル

・
ス
ケ
イ
ト

（首
都
地
区
全
州
区）

を
首

相
に
選
出
し
て
長
い
選
挙
戦
が
終
了
し
た
。

ニ．
調
査
地
の
概
況
ー
メ
ン
デ
ィ
地
方
区

109 

人
口

三
六
、
四

一
八
人

(-
九
九

0
年
）
の
メ

ン
デ
ィ
地
方
区
は

南
部
高
地
州
に
設
置
さ
れ
た
八
つ
の
地
方
区
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、

そ
の
内
部
を
メ
ン
デ
ィ
、
カ
リ

ン
ツ、

ラ
イ
谷
の
三
「
地
域
」
に
わ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
諸

「
地
域
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
複
数

の
候
補
者
が
立
候
補
し
、

互
い
に
激
し
く
争

っ
た
。
こ
こ
で
は
‘
報

告
者
の
調
査
地
で
あ
る
ラ
イ
谷
の
人
々
が
こ
れ
ら
の

「
地
域
」
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
に
留
意
し
な
が
ら
ふ
れ
て
お
き
た
い

。

(1
)
ラ
イ
谷

タ
ウ
ン

（メ
ン
デ
ィ
）
の
西
方
に
位
置
し
、
エ

ン
ガ
州
カ

ン
デ
ッ
プ
地
方
か
ら
南
に
流
れ
る
ラ
イ
川
に
そ

っ
て
展
開

す
る
渓
谷
。
二
0
の
行
政
村
を
擁
し
、
人
口
は
―
二
、
四
八
六
人
‘

人
々
は
メ

ン
デ
ィ
（
ウ
ォ
ラ
）
語
の
ラ
イ
谷
方
言
を
話
す
。
タ
ウ

ン

か
ら
ラ
イ
谷
に
お
け
る
行
政

・
司
法

・
交
通
の
中
心
地
ム
ニ

ュ
ウ
ま

で
乗
合
バ
ス

(-
日
三
往
復
ほ
ど
）
で
約
二
時
間
か
か
る
。
標
高
か

一
五

0
0
m
以
上
あ
り
、
ラ
イ
川
で
発
生
す
る
霧
の
た
め
気
候
は
冷

涼
で
あ
る
。
雨
期
に
は
毎
日
の
よ
う
に
降
雨
が
あ
る
が
、
乾
期
に
は

一
月
以
上
も
雨
が
降
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
主
た
る
生
業
は
、
他
の

地
域
と
同
様
、
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
と
養
豚
で
あ
る
。

報
告
者
の
調
査
地
の
マ
イ
プ
村
は
‘
ム
ニ

ュ
ウ
か
ら
徒
歩
で
約

一

時
間
の
距
離
に
位
置
す
る
。
人
口
は
五
二
九
人

(-
九
九

0
年
）
で、

公
選
に
よ

っ
て
カ
ン
ソ
ル

一
名
、
カ

ン
ソ
ル
の
推
煎
に
よ

っ
て
マ

ジ

ス
ト
レ
イ
ト

(V
ill
a
g
e
C
o
u
rt 
M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)

一
名
を
選
出
し
て

い
る
。

(2
)
 メ
ン
デ
ィ

州
都
メ

ン
デ
ィ
か
ら
北
方
に
広
が
る
地
域
。



ラ
イ
谷
で
は
政
治

・
行
政

・
経
済
の
中
心
で
あ
る
州
都
メ
ン
デ
ィ
を

タ
ウ
ン
と
呼
ん
で
い
る
。
ラ
イ
谷
の
人
々
は
仕
事
や
買
い
物
の
た
め

に
タ
ウ
ン
に
出
か
け
る
機
会
も
多
い
か
、
タ
ウ
ン
が
人
々
に
と

っ
て

「危
険
な
よ
そ
の
士
地
」
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
か
な
い

。
ま
た
‘

メ
ン
デ
ィ

川
上
流
域
は
タ
ウ
ン
周
辺
と
も
方
言
が
異
な
る
の
で
、
こ

れ
を
上
メ
ン
デ
ィ

(U
p
p
e
r
M
e
ndi
)
と
呼
ん
で
、
タ
ウ
ン
を
含

む
メ
ン
デ
ィ
中
央

(M
e
n
di
C
e
n
tr
a
l
)
と
区
別
す
る
場
合
が
多
い

。

(3
)
カ
リ
ン
ツ

ラ
イ
谷
と
タ
ウ
ン
と
の
問
の

地
域
。
タ
ウ
ン

か
ら
ラ
イ
谷
に
延
び
る
幹
線
道
路
沿
い
に
日
当
た
り
の
良
い

な
だ
ら

か
な
斜
面
が
広
か

っ
て
い
る
。
住
民
は
タ
ウ
ン
と
の
間
を
頻
繁
に
往

米
し
、
タ
ウ
ン
で
梢
代
さ
れ
る
生
鮮
野
菜
や
果
物
の
大
部
分
は
カ
リ

ン
ツ
で
生
廂
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ラ
イ
谷
は
日
照
が

悪
く
野
菜
や
果
物
の
生
産
に
向

い
て
い
な
い
う
え
消
費
地
で
あ
る
タ

ウ
ン
か
ら
は
遠
く
‘
タ
ウ
ン
に
農
産
物
を
持
ち
こ
ん
で
販
売
す
る
者

は
は
と
ん
ど
な
い

。

こ
う
し
た
事
情
で
カ
リ
ン
ツ
は
ラ
イ
谷
よ
り

「豊
か
」
だ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
人
々
は
カ
リ
ン
ツ
を
羨
む
と
と

も
に
激
し
い
対
抗
意
識
を
燃
や
し
て
い
る
。

な
お
、
メ
ン
デ
ィ
語
を
話
す
人
々
は
ラ
イ
谷
南
方
の
ニ
パ
を
中
心

と
す
る
地
域
に
も
居
住
し
て
い
る
か
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
メ
ン
デ
ィ

地
方
区
に
屈
さ
ず
‘
ク
ト
ゥ
ブ
湖
周
辺
に
居
住
す
る
フ
ォ
イ

（族）

、

フ
ァ
ス
（
族
）
と
と
も
に
ニ
パ

・
ク
ト
ゥ
プ
地
方
区
を
構
成
し
て
い

る
。
ラ
イ
谷
の
人
々
は
ニ
パ
に
親
近
感
を
抱
い
て
お
り
、
た
と
え
ば

全
州
区

（州
知
ボ
）
選
挙
で
は
‘
「
同
じ
地
域
の
仲
間
だ
か
ら
」
と

い
う
理
由
で
ニ
パ

出
身
の
現
州
知
事
デ
ィ

ッ
ク

・
ム
ネ
を
支
持
す
る

人
々
が
圧
倒
的
に
多
い

。

三．

地
域
主
義
と
選
挙
運
動

メ
ン
デ
ィ
地
方
区
の
立
候
補
者
と
選
挙
運
動

次
に
メ
ン
デ
ィ
地
方
区
に
お
け
る
主
な
立
候
補
者
と
選
挙
運
動
の

お
お
ま
か
な
経
過
を
み
て
お
き
た
い

。

立
候
補
届
出

（
登
録
料
納
入
）

以
前
の
三
月
下
旬
か
ら
、
立
候
補

（
予
定
）
者
た
ち
は
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
ラ
リ
ー
を
開
始
し
た
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
数
力
月
に
お
よ
ぶ
長
い
選
挙
戦
が
い
わ
ば
「
仕
上
げ
」
の
段

階
に
入

っ
た
こ
と
を
慈
味
す
る
も
の
で
あ

っ
て
‘
こ
こ
か
ら
選
挙
運

動
か
始
ま
る
と
い
う
わ
け
て
は
な
い

。
立
候
補
予
定
者
の
多
く
は
前

年
末
か
ら
数
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
、
ビ
ー
ル
や
豚
肉
を
振
る
舞
い
な
が

(6
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ら
村
々
を
歩
い
て
き
た
。
そ
し
て
最
後
の
段
階
で
広
く
立
候
補
を
表

明
す
る
た
め
ラ
リ
ー
を
実
行
す
る
の
で
あ
る
。

メ
ン
デ
ィ
地
方
区
で
は
‘

一
五
人
が
四
月
一
七
日
の
締
切
ま
で
に

一、

0
0
0
キ
ナ
の
登
録
料
を
納
入
し
て
立
候
補
を
届
け
出
た

（表）
。

メ
ン
テ
ィ
で
は
現
職
議
貝
マ
イ
ケ
ル

・
ブ
ク
、
元
州
議
会
議
員
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン

・
メ
ン
テ
ポ
ー
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
大
学
を
卒
業
し

た
ば
か
り
の
ジ
ョ

ー
ジ

・
ウ
ォ
ノ
メ
ら
か
、
カ
リ
ン
ツ
で
は
ハ
リ

ー

・
コ
ン
バ
は
か
数
人
か
立
候
補
し
た
。
な
か
で
も
、
与
党
人
民
進

歩
党
に
属
し
て
観
光
文
化
大
臣
も
務
め
る
マ
イ
ケ
ル

・
ブ
ク
、
前
回
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図 南部高地州における選挙区

KOROBA-LAKE KOPIAGO 

（

ヽ

・
0 20 40km 

’ ’’  

表 メンディ地方区における立候補者および得票数 (1997年）
登録名.. 所属 得梨 得来）や '921サcl','{'92得槃平 出身地域

1. Stephan Naik Mendepo*' IND 沿7017 17.8 Mendi 
2. Hun Morris IND 4 0 0 Karintz 
3. George Apsi Wonome NA ⑤ 4723 12 0 Mendi 
4. Andy Anda Akivi IND 1083 2.7 Mendi 
5. Norman Takis MGA 369 I 0 Mendi 
6. Harry Komba IND ④ 5131 13.0 ③ 3913 13.9 Kanntz 
7. Senen Alo Ess IND 6 0.0 Karintz 
8. Kiee K!la Toap IND 437 1.1 Kanntz 
9. Joseph Kopol● 3 IND 930 2.4 必4029 14.3 Lai V 
10. Michael Buku Nali*' PPP *8299 21. l *4627 16.4 Mend, 
11. Dick Yeoki Buruma IND 1370 3.5 Lai V 
12. Yakumu De Kewanu NA 2906 7.4 Mend1 
13. Jeffrey Hurums PAP 368 1.0 Lai V 
14. Philipus Maso Hapon*' IND ③ 5145 13.0 ⑨ 1498 5.3 Lai V. 
15. Lapun Tubiri Wagep IND 1550 3.9 Karintz 
無効票 95 0.2 29 0.1 
投栗総数 39433 100.0 28259 

凡例
IND : INDEPENDENT 無所属
NA: NATIONAL ALLIANCE 国民連合
PPP: PEOPLE'S PROGRESS PARTY 人民進歩党
PAP: PEOPLES ACTION PARTY 人民行動党

* 1 本文中では登録名ではなく通称を用いた。
* 2 1992年総選挙では登録名 SMendepoで全州区に立候補 した。
* 3 1992年総選挙での登録名は HuliJosephであった。
* 4 1992年総選挙での登録名は MichaelB Naliであった。
* 5 1992年総選挙での登録名は PhilipusHaponであった。

＊当選
合次点
③ 3位
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総
選
挙
で
三
位
に
な
っ
た
ハ
リ
ー

・
コ
ン
バ
、
前
回
総
選
挙
に
は
南

部
高
地
州
全
州
区
に
立
候
補
し
―
一
、
七
六
五
票
（
六
位
）
を
獲
得

し
た
ス
テ
ィ

ー

ブ
ン

・

メ
ン
デ
ポ
—
の
三
者
が
有
力
候
補
と
み
ら
れ

て
い
た
。

一
方
、
ラ
イ
谷
で
は
マ
イ
プ
村
の
ジ
ョ
ー

・
コ
ポ
ル
（
元
州
職

員）

、
ネ
ン
ギ
ア
村
の
マ
ソ
・
ハ
ポ

ン
（
元
小
学
校
教
員
）

、
ク
ヤ
ン

ダ
村
の
ジ
ェ
フ
リ
ー

・
ウ
ル
ム
ス
（
も
と
チ
ン
プ
ー
州
職
員
）
ら
が

立
候
補
し
た
。
独
立
以
来
四
回
の
国
会
議
員
選
挙
で
ラ
イ
谷
出
身
の

候
補
者
が
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
前
回
総
選
挙
に

お
い
て
ジ
ョ

ー
・

コ
ポ
ル
が
僅
差
で
次
点
に
つ
け
て
お
り
、
「
今
回

こ
そ
ラ
イ
谷
か
ら
国
会
議
員
を
」
と
の
期
待
が
盛
り
あ
が
っ
て
い
た
。

政
党
の
公
認
候
補
は
五
名
だ
っ
た
が
、
党
首
マ
イ
ケ
ル

・
ソ
マ
レ

を
招
い
て
合
同
ラ
リ
ー
を
実
施
し
た
国
民
連
合
を
の
ぞ
け
ば
、
選
挙

戦
に
お
け
る
政
党
の
存
在
感
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
「
ラ
ジ
オ
南
部
高

地
」
は
政
見
放
送
や
候
補
者
の
声
明
を
伝
え
た
が
、
た
と
え
ば
マ
イ

プ
村
に
は
ラ
ジ
オ
が
数
台
し
か
な
く
、
人
々
の
投
票
行
動
に
ど
れ
は

ど
の
影
閻
を
与
え
た
か
疑
問
が
残
る
。
ま
た
多
く
の
候
補
者
か
、
自

分
が
「
よ
き
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
で
あ
る
と
訴
え
た
が
、
教
会
組
織
が

特
定
の
候
補
者
を
支
援
し
た
話
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

候
補
者
の
な
か
で
財
力
の
あ
る
者
は
自
動
車
を
購
入
し
て
拡
声
器

を
梢
み
こ
み
、
村
々
を
遊
説
し
て
ま
わ
っ
た
。
タ
ウ
ン
で
も
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
支
持
を
訴
え
な
が
ら
走
る
マ
イ
ケ
ル

・
ブ
ク
や
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン

・
メ
ン
デ
ポ
ー
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ォ
ノ
メ
ら
有
力
候
補
者
の
宜

伝
カ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
、
財
力
の
な
い
候
補
者
は
ハ

ン
ド
マ
イ
ク
を
携
え
て
乗
合
バ
ス
あ
る
い
は
徒
歩
で
村
々
を
遊
説
し

た
。
た
と
え
ば
‘
ノ
ー
マ
ン

・
タ
キ
ス
は
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
片
手
に

毎
日
の
よ
う
に
タ
ウ
ン
に
現
れ
、
「
自
分
が
当
選
し
た
ら
、
富
を
独

占
し
て
い
る
外
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
排
斥
す
る
」
と
演
説
す
る
こ

と
で
有
名
だ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
財
力
の
な
い
候
補
者
に
対
す
る

人
々
の
反
応
は
概
し
て
冷
た
か

っ
た
。

遊
説
と
ラ
リ
ー
が
続
け
ら
れ
る
な
か
、
五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬

に
は
、
各
選
挙
区
ご
と
に
投
票
管
理
委
員
の
選
考
お
よ
び
説
明
会
が

行
わ
れ
た
。
投
票
の
準
備
が
は
ぼ
整

っ
た
六
月

一
三

日
、
法
定
選
挙

運
動
期
間
は
終
了
し
順
次
投
票
が
開
始
さ
れ
た
。
南
部
高
地
州
で
は

各
選
挙
区
と
も
六
月
二

0
日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
。

投
票
日
翌
日
か
ら
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
開
票
は
一
日
遅
れ
て
開

始
さ
れ
、
四
日
間
の
べ
五

0
時
間
余
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
結

果
、
現
職
の
マ
イ
ケ
ル

・
プ
ク
の
勝
利
が
宣
言
さ
れ
た
。
し
か
し
次

点
に
泣
い
た
ス
テ
ィ
ー
プ
ン
・
メ
ン
デ
ボ
ー
は
‘
不
正
投
票
が
あ
っ

た
と
し
て
選
挙
の
無
効
、
や
り
直
し
選
挙
を
求
め
る
訴
訟
を
準
備
中

だ
と
い
う
。

ジ
ョ
ー
・
コ
ポ
ル
の
選
挙
運
動

ラ
リ
ー
以
外
の
選
挙
運
動
の
様
子
を
ジ
ョ
ー

・
コ
ポ
ル
を
例
に
簡

(8
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単
に
み
て
お
き
た
い

。

ジ
ョ

ー
は
立
候
補
登
録
料
納
入
の
直
後
、
ト
ヨ
タ

4
W
D
「
ラ
ン

112 



ド
ク
ル
ー
ザ
ー
」
を

一
台
購
入
し
、
自
ら
こ
れ
を
運
転
し
て
村
々
を

ま
わ

っ
た
。

マ
イ
プ
村
内
外
の
支
持
者
の
な
か
に
は
‘
車
に
同
乗
し

て
ジ
ョ
ー
と
と
も
に
遊
説
す
る
名
も
あ
っ
た
が
、
五
月
下
旬
そ
う
し

た
支
持
者
の

一
人
が
ボ
故
で
死
亡
し
た
。

こ
う
し
た
場
合
‘
車
を
運

転
し
て
い
た
ジ

ョ
ー
は

「
憫
羽
口
的
」
賠
償
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い

[
Sillitoe 1
9
8
1
]

。
も
し
こ
れ
を
拒
否
す
れ
ば
、
死
者
の
家

族

・
ク
ラ
ン
の
支
援
は
得
ら
れ
な
く
な
る
。
十
LI
後
ジ
ョ
ー
は
‘
辿

族
に
対
す
る
賠
償
の
先
行
支
払

(K
c
p
d
h
m
d
e
)

と
し
て
豚
七
頭
・

現
金
二
‘
ニ――

:oキ
ナ
を
支
払
い
、
本
支
払

(
O

l

l

塁
唇
）
と
し
て

選
挙
終
了
後
に
豚
二

0
頭

・
現
金
二
〇
、
0
0
0
キ
ナ
を
支
払
う
こ

と
を
約
束
し
た
。

敵
対
関
係
に
あ

っ
た
隣
村
ト
ゥ
ミ
ヤ
村
と
の
和
平
回
復
も
緊
急
の

課
題
で
あ

っ
た
。
前
回
総
選
挙
に
お
い
て
ト

ゥ
ミ
ヤ
村
は
村
を
あ
げ

て
ジ

ョ
ー
を
支
援
し
た
か
、
支
援
の
見
返
り
を
め
ぐ
る
紛
争
が
戦
闘

に
発
展
し
、
ト
ゥ
ミ
ヤ
村
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
は
焼
失
、
双
方
あ
わ
せ
て

六
人
の
死
者
を
だ
し
た
。

の
ち
に
休
戦
協
定
が
結
ば
れ
た
が
、
そ
の

後
も
敵
対
関
係
か
続
い
て
い
た
。
投
票
日
直
前
に
な

っ
て
、
豚

―
二

頭
・

現
金
四
、
0
四
四
キ
ナ

•

五
〇

、

0
0
0

キ
ナ
の
公
共
事
業

（幹

線
道
路
の
拡
張
•
清
掃

）
の
贈
与
で
和
平
が
回
復
さ
れ
、
ト
ゥ
ミ
ヤ

村
の
住
民
の
多
く
か
ジ
ョ
ー
に
投
票
し
た
。

ジ
ョ
ー
は
‘
昼
間
は
マ
イ
プ
村
の
ム
ラ
広
場
で
他
村
の
人
々
に
現

金
や
豚
を
贈
与
し
て
支
持
を
求
め
た
り
、
自
動
車
で
遊
説
し
て
ま
わ

っ
た
り
し
て
い
た
か
‘
夜
に
な
る
と
そ
れ
ら
の
村
々
で
男
子
小
屋
に

泊
ま
り
こ
み
、
現
金
や
豚
と
票
と
の
交
換
の
交
渉
に
忙
し
か
っ
た
。

昼
間
は
村
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
「
公
開
の
」
贈
与
を
し
、
夜
は
よ
り

小
規
模
な
集
団

（ク
ラ
ン
や
家
族
）
に
対
し
て
「
秘
密
の
」
贈
与
を

し
て
い
た
。
複
数
の
対
立
候
補
が
金
と
碁
礎
票
の
交
換
に
応
じ
た
と

の
昭
も
流
れ
た
。
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地
域
主
義

今
回
の
総
選
挙
に
は
多
く
の
候
補
者
が
立
候
補
し
て
各
地
で
激
戦

が
展
開
さ
れ
た

。

州
議
会
が
機
能
停
止
さ
れ
て
失
職
し
た
元
•
前
州

議
会
議
貝
か
立
候
補
し
た
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
終
末
思
想
に
影
響

さ
れ
た
‘
今
回
か

「蔽
後
の
総
選
挙
」
で
あ
る
と
い
う
言
説
が
広
く

流
布
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、

,J
 

「
地
域
主
義
」
も
そ
の

一
っ
に
挙
げ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル
で
み
ら
れ
る
地
域
主
義
か

パ。
フ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る

政
治
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
る
。

最
も

「
大
き
い
」
地
域
主
義
は

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
国
土
を
、

パ
プ
ア
、
島
嶼
部
、
モ
マ
セ

(M
o
r
o
b
e
,
M
a
d
a
n
g
,
 Se

p
i
k
の
諸

州
）
、
高
地
の
四
つ
に
分
け
る
考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

「地

域
」
は、

首
相
を
卯
血
出
し
て
開
発
予
算
な
ど
の
恩
恵
に
あ
ず
か
ろ
う

(IO
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と
す
る
。

ま
た
、
南
部
邸
地
州
内
で
は
‘
州
知
事

（全
州
区
選
出
議
貝
）
の

座
を
め
ぐ

っ
て
地
域
主
義
が
噴
出
す
る
。
た
と
え
ば
、
選
挙
時
点
で

の
知
事
は
ニ

パ
出
身
の
デ
ィ

ッ
ク
・
ム
ネ
だ

っ
た
が
、
彼
は
自
分
の



出
身
地
で
あ
る
ニ
パ
、
お
よ
び
前
回
総
選
挙
に
お
い
て
彼
を
支
持
し

た
近
隣
の
「
地
域
」
に
優
先
的
に
公
共
事
業
を
わ
り
振

っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ラ
イ
谷
も
そ
う
し
た
恩
恵
を
受
け
た
「
地
域
」
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
。
と
く
に
マ
イ
プ
村
は
メ
ン
デ
ィ
地
方
区
の
有
力
候
補

ジ
ョ
ー
・
コ
ポ
ル
か
全
州
区
に
つ
い
て
は
デ
ィ

ッ
ク

・
ム
ネ
支
持
を

表
明
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
毎
年
の
よ
う
に
五

O
‘

0
0
0
キ
ナ
に
の
ぽ
る
高
額
の
公
共
事
業
を
配
分
さ
れ
て

い
た
。
ま

た
、
州
政
府
の
要
職
は
ニ
パ
出
身
者
で
固
め
ら
れ
、
タ
ウ
ン
の
知
事

公
邸
は
ニ
パ
出
身
者
の
定
宿
と
な
っ
て
い
た
。

地
域
主
義
は
メ
ン
デ
ィ
地
方
区
内
で
も
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
‘

ラ
イ
谷
か
ら
は
四
人
が
立
候
補
し
た
が
、
ラ
イ
谷
か
ら
当
選
者
を
出

す
た
め
に
「
票
を
一
本
化
」
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
随
所
に
み
ら
れ

た
。
地
方
議
会
政
府
議
長
や
、
元
州
議
会
議
員
が
演
説
な
ど
で

一
番

強
調
し
た
の
も
こ
の
点
で
あ
り
‘
候
補
者
自
身
も
他
の
候
補
者
に

「
選
挙
か
ら
お
り
て
」
自
分
を
支
持
す
る
よ
う
に
演
説
会
で
呼
び
か

け
さ
え
し
た
。
し
か
し
、
調
整
は
実
を
結
ば
ず
、
ラ
イ
谷
票
は
他

「
地
域
」
の
候
補
者
に
大
幅
に
浸
食
さ
れ
た
。

ま
た
、
メ
ン
デ
ィ
地
方
区
に
含
ま
れ
る
三
「
地
域
」
は
、

開
票
が

始
ま
る
頃
か
ら
激
し
く
争

っ
た
。

開
票
が
す
す
め
ら
れ
る
タ
ウ

ン
で

は
、
出
身
「
地
域
」
の
異
な
る
人
々
の
間
で
小
競
り
合
い
が
何
度
も

繰
り
返
さ
れ
た
。
ま
た
、
カ
リ
ン
ツ
の
候
補
者
ハ
リ
ー

・
コ
ン
バ
の

支
持
者
は
、
ラ
イ
谷
へ
の
買
収
が
功
を
奏
さ
ず
ハ
リ
ー
が
当
選
で
き

な
か
っ
た
こ
と
の
報
復
と
し
て
、
タ
ウ
ン
か
ら
ラ
イ
谷
へ
延
び
る
幹

線
道
路
を
封
鎖
し
、
通
行
す
る
ラ
イ
谷
の
自
動
車
を
停
車
さ
せ
て
金

品
を
強
奪
し
た
。

四．

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ラ
リ
—

「
伝
統
的
」
衣
装
で
盛
装
し
た
大
醤
の
支
持
者
た
ち
が
候
補
者
と

と
も
に
隊
列
を
組
ん
で
行
進
し
、
見
物
に
集
ま
っ
た
沿
道
の
人
々
に

支
持
を
訴
え
る
選
挙
運
動
を
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
ラ
リ
ー
と
い
う
。
ラ
リ

ー
は
メ

ン
テ
ィ

・
タ
ウ

ン
や
タ
リ
な
ど
「
地
域
」
の
中
核
と
な
る
町
‘

ム
ニ
ュ
ウ
な
ど
亜
地
区
の
中
心
地
、
立
候
補
者
の
出
身
村
の
ム
ラ
広

場
な
ど
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
行
進
に
ひ
き
つ
づ
き
ラ
リ
ー
を
主
宰
し

た
候
補
者
の
演
説
で
締
め
く
く
る
が
、
応
援
演
説
が
多
数
あ
っ
た
り

対
立
候
補
の
演
説
を
許
し
た
り
し
て
さ
な
か
ら
演
説
会
の
様
相
を
呈

す
る
。

人
々
は
‘
ど
の
候
補
者
に
投
票
す
る
か
決
定
す
る
う
え
で
ラ
リ
ー

を
非
常
に
重
視
す
る
。
「
行
列
に
参
加
し
て
い
る
人
数
は
多
い
か
‘

そ
の
う
ち
何
割
が
盛
装
し
て
い
る
か
、
盛
装
し
て
い
る
人
々
の
衣
装

は
美
し
い
か
」
な
ど
を
基
準
に
ラ
リ
ー
を
評
価
し
、
候
補
者
の
力
量

を
は
か
る
の
だ
と
い
う
。

候
補
者
の
多
く
が
タ
ウ
ン
そ
の
他
で

一
回
ず
つ
ラ
リ
ー
を
実
施
し

た
。
メ
ン
デ
ィ
地
方
区
の
マ
イ
ケ
ル

・
ブ
ク
や
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

・
メ

ン
テ
ポ
ー
、
全
州
区
候
補
の
フ
ラ

ン
シ
ス

・
ア
ワ
サ
が
タ
ウ
ン
で
実

(12
)
 

施
し
た
ラ
リ
ー
は
見
事
だ

っ
た
と
評
判
に
な

っ
た
。
地
元
で
ラ
リ
ー
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而
L

を

お

こ

な

っ

た

候
補
者

も

あ

っ

た

カ

メ

ン

デ

ィ

地

方

区

‘

イ

ン

ポ

ン
グ
地
方
区
、
南
部
高

地
州
全

州

区

の

三

つ

の

選

挙

戦

の

中

心
地

で

あ
る
タ
ウ
ン
で
は
‘
三
月
下
旬
か
ら
五
月
中
旬
ま
で
毎
週
の
よ
う
に

有
力
候
補
者
の
ラ
リ
ー
か
み
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ブ

ク
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

・
メ
ン
デ
ポ
ー
の
ラ
リ
ー
が
実
際
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い

。

マ
イ
ケ
ル
・
プ
ク
の
ラ
リ
ー

四
月
三

0
日
、
マ
イ
ケ
ル
・
プ
ク
の
出
身
村
コ
パ
イ
ル
の
ム
ラ
広
場
は
‘
ラ

リ
ー
を
見
物
に
集
ま

っ
た
人
々
で
午
前
中
か
ら
ご

っ
た
が
え
し
て
い
た
。
や
が

て
支
持
者
グ
ル
ー
。フ
か
続
々
と
到
箔
し
、
隊
列
を
組
ん
で
ム
ラ
広
場
を
行
進
し

て
ま
わ
る
。
支
持
者
グ
ル
ー
プ
に
は

「伝
統
的
」
衣
装
で
盛
装
し
た
名
も
い
る

が
、
そ
う
で
な
い
者
も
混
じ

っ
て
い
る
。

盛
装
し
た
者
た
ち
は
‘
韻
を
赤
‘
黄
‘
黒
の
舶
料
で
思
い
思
い
に
滸
色
し
‘

上
半
身
は
肌
に
食
用
油
を
冷

っ
て
黒
光
り
さ
せ
‘
、
ン
キ
ン

・
テ
ィ
ワ
イ

(T
o
k

P
i
d
g
i
n
 :
 sikin 
d
i
忍

t

)

を
腹
に
締
め
‘
タ
ン
ゲ
ッ
ト

(T
o
k
P
i
d
g
i
n
:
 

ざ
塁
）
で
屁
を
隠
し
て
い
る
の
は
共
通
だ
か
‘
頭
の
飾
り
や
持
ち
物
に
迫
い

が
あ
る
の
で
、
ど
の
「
地
域
」
の
グ
ル
ー
プ
か
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ラ
イ
谷
‘

上
メ
ン
デ
ィ
、
メ
ン
デ
ィ
中
央
の
各
地
か
ら
‘
幾
多
の
グ
ル
ー
プ
か
参
加
し
て

い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
先
頭
に
は
背
広
と
ネ
ク
タ
イ
で
「
盛
装
」
し

(14
)
 

た
カ
ン
ソ
ル
が
立
っ
て
‘
隊
列
を
指
揮
し
て
い
る
。

午
後
二
時
頃
‘
支
持
者
を
乗
せ
た
数
台
の
自
動
車
と
と
も
に
マ
イ
ケ
ル
が
登

場
し
た
。
群
衆
を
か
き
分
け
て
ム
ラ
広
場
へ
自
動
車
を
乗
り
つ
け
る
と
‘
人
々

は
行
進
を
や
め
て
マ
イ
ケ
ル
の
周
囲
に
集
ま
る
。
自
動
車
の
屋
根
に
登

っ
て
の

マ
イ
ケ
ル
の
演
説
は
人
々
へ
の
感
謝
を
表
す
言
葉
か
ら
始
ま
っ
た
。
チ
ン
プ
ー

州
の
妻
方
親
族
か
ら
各
種
食
料
と
一
七
頭
の
豚
、
ラ
イ
谷
そ
の
他
の
有
力
者
た

ち
か
ら
豚

一
頭
ず
つ
計
三
頭
‘
合
計
二
0
頭
の
豚
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
を
報
告

し
、
マ
イ
ケ
ル
は
そ
れ
ら
の
提
供
者
に
丁
重
に
礼
を
述
べ
た
。
二

0
頭
の
豚
は

一
列
に
並
べ
た
杭
に
つ
な
が
れ
て
お
り
‘
の
ち
に
有
力
者
達
に
賠
与
さ
れ
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
演
説
は
政
策
を
述
べ
る
と
い
う
よ
り
も
ひ
た
す
ら
自
分
へ
の
支

持
を
訴
え
る
も
の
だ
っ
た
。

マ
イ
ケ
ル
の
あ
と
に
は
‘
ヤ
ン
テ
ィ
ン
・
コ
ロ
パ

（
全
州
区
の
候
補
者
で
マ
イ
ケ
ル
と
提
携
）

、
エ
ピ
・
ワ
リ

（
ラ
イ
谷
地
方
区

選
出
の
元
州
談
会
議
員
）
な
ど
か
マ
イ
ケ
ル
支
持
の
演
説
を
し
た
。

こ
れ
ら
の

演
説
が
続
い
て
い
る
間
も
ム
ラ
広
場
の

一
角
で
は
ダ
ン
ス
が
続
い
て

い
た
。

演
説
の
後
、
マ
イ
ケ
ル
を
中
心
に
し
て
食
物
の
分
配
か
始
ま
っ
た
。
ま
ず
‘

広
場
の
中
央
に
山
と
積
ま
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
ト
ウ
キ
ピ
、
パ
ナ
ナ
な
ど
が

―一

の
均
等
な
小
山
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
‘
「
豚
肉
の
分
配
」
の
の
ち

に
各
支
持
者
グ
ル
ー
プ
に
配
ら
れ
た
。
次
に
、
調
理
済
み
の
豚
肉
か
次
々
と
連

び
こ
ま
れ
た
。
豚
肉
は
半
身
お
よ
ひ
背
骨
周
辺
の
二
種
類
で
、
近
隣
の
支
持
者

の
家
で
調
理
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
日
調
理
さ
れ
て
分
配
さ
れ
た
豚
は
合

計
五
八
頭
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
運
び
込
ま
れ
た
豚
は
広
場
中
央
に
パ
ナ
ナ
の

(15
)
 

葉
を
敷
い
た
う
え
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
た
。

い
よ
い
よ

「
豚
肉
の
分
配
」
(
m
o
k
)

か
始
ま
る
。
マ
イ
ケ
ル
に
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
広
場
中
央
に
進
み
‘
マ
イ
ケ
ル
が
選
ん
だ
半
身
を
う
け
と
る
。
な
か

に
は
マ
イ
ケ
ル
の
選
ん
だ
肉
に
不
満
を
示
し
、
自
分
で
選
ぶ
者
も
い
た
。
豚
肉

を
受
け
取
る
の
は
カ
ン
ソ
ル
が
多
か

っ
た
。
肉
は
相
当
重
く
‘
盛
装
の
衣
裳
の

ま
ま
の
若
者
か
介
添
役
を
ひ
き
う
け
‘
群
衆
を
か
き
分
け
て
後
方
へ
運
び
込
む
。

肉
は
群
衆
の
後
方
へ
運
び
込
ま
れ
た
の
ち
、
そ
の
場
で
た
だ
ち
に
解
体
し
て
分

配
さ
れ
る
。
肉
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
に
つ
れ
人
々
は
ざ
わ
め
き
た
ち
、
最
後
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に
は
分
配
の
仕
方
に
不
満
を
と
な
え
る
者
も
あ
っ
た
。

午
後
六
時
に
は
あ
た
り
は
夕
闇
に
包
ま
れ
る
。
報
告
者
と
三
人
の
同
行
者
は

コ
パ
イ
ル
村
の
あ
る
家
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
。
同
行
者
の
一
人
が
宿
の
交
渉
を

始
め
る
と
即
座
に
快
諾
を
得
ら
れ
、

「
伝
統
的
衣
装
」
で
盛
装
し
た
家
の
主
人

は
自
分
は
よ
そ
の
家
に
寝
て
自
分
の
ベ
ッ
ド
を
空
け
て
く
れ
た
。

翌
日
早
朝
、
人
々
は
日
の
出
前
に
コ
パ
イ
ル
を
出
て
タ
ウ
ン
に
向
か
っ
て
歩

き
始
め
た
。
タ
ウ
ン
ヘ
向
か
う
道
筋
は
ラ
リ
ー
の
行
進
に
参
加
に
し
よ
う
と
す

る
人
々
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
。
そ
の
人
々
を
押
し
の
け
る
よ
う
に
し
て
、

マ
イ
ケ
ル
に
よ
っ
て
貸
し
切
ら
れ
た
乗
合
パ
ス
が
、
支
持
者
を
満
載
し
て
人
々

を
追
い
抜
い
て
い
く
。
タ
ウ
ン
入
口
の
テ
ン
テ
村
で
は
‘
ム
ラ
広
場
の
は
か
に

某
会
社
の
所
有
地
も
開
放
さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
衣
裳
を
整
え
た
り
し
て
準
備

に
余
念
が
な
い

。

午
前
一

0
時
頃
か
ら
マ
イ
ケ
ル
の
ラ
リ
ー
が
始
ま
っ
た
。
盛
装
し
た
グ
ル
ー

プ
は
い
く
つ
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
は
ど
で
、
壮
麗
な
行
進
が
町
を
ね
り
歩
い

た
。
ど
こ
で
用
意
さ
れ
た
の
か
馬
ま
で
行
列
に
加
わ
っ
て
い
る
。
マ
イ
ケ
ル
は

有
力
な
支
持
者
と
と
も
に
行
列
の
先
頭
に
立
っ
て
人
々
に
手
を
振
る
。
ラ
イ
谷

の
カ
ン
ソ
ル
と
村
人
た
ち
の
隊
列
は
行
列
の
最
後
尾
を
飾
っ
た
。
ラ
イ
谷
の
二

0
人
の
カ
ン
ソ
ル
の
う
ち
一

七
人
か
参
加
し
て
い
る
と
の
話
だ

っ
た
が
、
全
員

が
揃
い
の
ス
ー
ツ
に
身
を
固
め
て
い
た
。

タ
ウ
ン
で
は
対
立
候
補
の
デ
イ
・
ケ
ワ
ヌ
が
、
政
府
の
汚
職
を
激
し
く
糾
弾

す
る
演
説
を
し
て
い
た
。
彼
は
‘
行
列
が
通
り
過
ぎ
る
間
も
激
し
い
演
説
を
続

け
た
。
が
、
マ
イ
ケ
ル
の
行
列
は
素
知
ら
ぬ
顔
で
通
り
過
ぎ
て
い
き
‘
衝
突
も

小
競
り
合
い
も
起
こ
ら
な
か

っ
た
。

行
列
が
タ
ウ
ン
を

一
周
し
た
あ
と
、
飛
行

場
に
隣
接
す
る
広
場
で
演
説
が
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
マ
イ
ケ
ル
は
少
し
演
説

し
た
だ
け
で
「
他
に
話
し
た
い
人
が
あ
る
よ
う
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
そ
そ
く
さ

と
演
説
会
場
を
抜
け
出
し
、
あ
と
は
デ
イ

・
ケ
ワ
ヌ
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ォ
ノ

(16
)
 

メ
の
女
性
支
持
者
に
譲
っ
た
。

ス
テ
ィ

ー
プ
ン
・
メ
ン
デ
ポ
—
の
ラ
リ
ー

翌
週
に
は
ス
テ
ィ
—

プ
ン
・
メ
ン
デ
ポ
ー
の
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
た

。

準
備
が

進
め
ら
れ
る
テ
ン
テ
村
の
ム
ラ
広
場
に
は
大
き
な
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
て
あ
り
、

前
夜
は
そ
こ
で
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

(T
o
k
P
i
d
g
i
n
:
 si桑
sing)
か
あ
っ
た

と
い
う
。

ス
テ
ィ
ー
プ
ン
の
出
身
村
ポ
ン
ガ
イ
で
も
、
前
日
の
午
後
三
時
ご
ろ

か
ら
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
コ
メ
、

魚
の
缶
詰
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
た
が
、
「
豚
肉
の
分
配
」
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

あ
る
支
持
者
に
よ
れ
ば
「
豚
肉
の
分
配
を
す
る
と
参
加
者
か
ら
不
平
不
満
が
た

く
さ
ん
出
て
収
拾
が
つ
か
な
い
の
で
、
ス
テ
ィ
ー
プ
ン
は
大
量
の
豚
を
『
殺

す
』
だ
け
の
十
分
な
財
力
は
あ
る
の
だ
が
、
あ
え
て
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。
集

ま

っ
た
人
々
は
み
ん
な
納
得
し
た
」
の
だ
と
い
う
。

ス
テ
ィ
ー
プ
ン
の
ラ
リ
ー
も
、
美
美
し
く
着
飾
っ
た
大
量
の
人
々
が
勇
ま
し

く
練
り
歩
く
点
で
、
マ
イ
ケ
ル
の
そ
れ
と
同
程
度
に
見
事
だ
っ
た
。

マ
イ
ケ
ル

の
と
き
に
は
馬
が
登
場
し
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
火
喰
鳥
の
人
形
だ

っ
た
。
ラ

リ
ー
の
隊
列
は
タ
ウ
ン
の
目
抜
通
を
練
り
歩
い
た
あ
と
、
広
場
で
の
立
合
演
説

会
に
移
っ
て
い
っ
た
。

ス
テ
ィ

ー
プ
ン
の
演
説
は
長
々
と
続
い
た
が
、
政
策
ら
し
き
も
の
と
し
て
主

張
し
た
の
は
無
償
教
育
実
現
と
開
発
の
推
進
だ
け
で
、
あ
と
は
ひ
た
す
ら
自
分

へ
の
支
持
を
訴
え
続
け
た
。
ま
た
、
議
席
を
獲
得
す
れ
ば
毎
年
七

O
O
、

O
O

0
キ
ナ
の
予
算
が
つ
く
の
で
、

こ
れ
を
ラ
イ
谷
、
カ
リ

ン
ツ
、
上
メ
ン
デ
ィ
、

メ
ン
デ
ィ
中
央
に
分
配
す
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
選
挙
運
動
期
間
中
、
ス
テ
ィ

ー
プ
ン
の
支
持
者
の
家
で
は
無
料
で
食
物
を
提
供
す
る
の
で
ぜ
ひ
立
ち
寄
る
よ
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う
に
と
す
す
め
る
。
彼
は
演
説
中

「P
d
P
d
b
1
[
O滋
g
,W

(
T
o
k
P
i
d
g
ミ

あ
な

た
た
ち
の
父
）」

と
い
う
フ
レ
ー
ス
を
多
川
し
た
。
「
な
に
か
困

っ
た
こ
と
か
あ

っ
た
ら
父
（
自
分
）
の
と
こ
ろ
へ

米
な
さ
い

」
と
い
う
の
で
あ
る
。

マ
イ
ケ

ル

か

「
P
i
k
m
m
i
b
i
l
oミ
g
y
u
(
T
o
k
P
i
d
g
i
n

み
な
さ
ん

の
十
）」

と
強
調
し
て
聴

衆
に
自
分
へ

の
女
持
を
依
頼
し
た

の
と
対
附
的
だ

っ
た
。
自
分
の
演
説
を
終
わ
る
と
‘

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
も
他
の
候
補
者
に
演
説
を
咋
し
た
。
し
か
し
‘
マ
イ
ケ
ル
の
場
合
と

違

っ
て
メ

ン
テ
ィ

地
Jj
い
の
似
補
者
は
一

人
も
い
な
か

っ
た
。
全
州
区
候
補
者

の
ネ
ル

ソ
ン

・
ワ
イ
マ
‘

ポ
ー
ル

・
マ
サ
な
ど
が
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ヘ
の
謝
辞

を
辿
へ

て
演
説
を
し
た
。

お
わ
り
に

一
般
的
に
、
ラ
リ
ー
は
プ
テ

ィ
ン
・
ノ
ミ
ネ
シ
ョ
ン

・
フ
ィ

（立

候
補
登
録
料
納
入
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
‘
ラ
リ
ー
の
後
に
候
補
者
が

選
挙
5
日
理
委
貝
会
に
立
候
補
登
録
料
納
入
し
、
立
候
補
を
屑
け
出
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
立
候
補
登
録
料
納
入
と
ラ
リ
ー
に

向
接
の
関
係
は
な
く
‘
立
候
補
登
録
料
は
選
挙
管
理
委
員
会
が
定
め

た
期
日
に
候
補
者
が
単
独
で

（あ
る
い
は
少
数
の
支
持
者
を
と
も
な

(17
)
 

っ
て
）
納
入
す
る
の
か
一
般
的
で
あ
る
。
人
々
は
自
分
の
票
を

「有

効
に
活
用
す
る
」
こ
と
に
腐
心
し
て
い
た
よ
う
だ

っ
た
。

つ
ま
り
．
、

当
選
で
き
そ
う
な
候
補
者
に
一
票
を
投
じ
る
こ
と
で
候
補
者
に
貸
し

を
つ
く
り
、
候
補
者
か
ら
見
返
り
を
得
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
支
持
者
や
一
般
の
人
々
に
と

っ
て
ラ
リ
ー
は
‘
立
候
補
者

の
ビ
ソ
グ
マ
ン
・
シ

ッ
プ
を
み
き
わ
め
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
‘

人
々
は
首
尾
よ
く
ビ
ッ
グ
マ
ン

・
シ

ッ
プ
を
発
揮
で
き
な
い

立
候
補

者
を
軽
蔑
し
さ
え
す
る
。

一
方
、
立
候
補
に
と

っ
て
ラ
リ
ー
の
目
的
は
ビ
ソ
グ
マ
ン
・
シ

ソ

プ
を
誇
示
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
多
く
の
人
々
を

動
員
す
る
力
を
誇
示
す
る
。
ま
た
、
富
の
分
配
は
「
伝
統
的
L

ビ
ソ

グ
マ
ン
の
最
も
重
要
な
任
務
で
あ

っ
た
。
不
平
不
満
を
も
の
と
も
せ

す

「
豚
肉
の
分
配
」
を
敢
行
す
る
マ
イ
ケ
ル
の
姿
や
、
自
分
か
分
配

者
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
の
演
説
は
‘

「
現
代
の

ピ
ソ
グ
マ

ン」

た
ろ
う
と
す
る
候
補
者
に
と
っ
て
も
分
配
の
任
務
が

依
然
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

ま
た
‘
ラ
リ
ー
は
前
接
に
は
票
に
結
び
つ
か
な
い
種
々
の
雑
多
な

活
動
を
含
み
こ
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
ラ
リ
ー
前

H
、
あ
る
い
は
前

夜
に
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
か
開
か
れ
る
の
か
常
で
あ
り
、
と
き
に

は
候
補
者
や
支
持
者
の
演
説
を
無
視
し
て
ダ
ン
ス
が
続
け
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
ま
た
、
夜
半
に
は
し
ば
し
ば

「
キ
リ

ン

・
シ
プ
ン
プ

(T
o
k
 P
i
d
g
i
ミ
ki[i
m
 s
h
i
p
s
h
i
p

羊
殺
し
）」

と
呼
ば
れ
る
男
女

の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
る

（「
羊
」
は
若
い
女
性
を

さ
す
）

。
若
い
女
性
か
「
盛
装
し
て
」
行
進
の
隊
列
に
参
加
す
る
こ

と
は
‘
恋
人
探
し
・
夫
探
し
の
意
味
も
帯
び
て
い
る
。
ラ
リ
ー
の
こ

う
し
た
複
合
的
性
格
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い

。

本
稿
は
、
選
挙
運
動
と
り
わ
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ラ
リ
ー
に
焦
点
を

絞

っ
て
、
そ
の
詳
細
な
記
述
と
若
干
の
考
察
を
と
お
し
て
‘
メ
ン
デ

ィ
地
方
区
に
お
け
る
政
治
文
化
の

一
端
を
理
解
し
よ
う
と
つ
と
め
て
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き
た
。
報
告
者
の
次
の
課
題
は
、
一
連
の
出
来
事
を
通
じ
て
投
票

・

開
票
に
つ
い
て
の
「
現
在
の
民
族
誌
」
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
あ
る
。

主一＿―-ロ
(
1
)

報
告
者
は
‘
一
九
九
七
年
四
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
ま
で
の
三
ヶ
月

間
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
南
部
裔
地
州
ラ
イ
谷
亜
地
区
マ
イ
プ
村
に

お
い
て
、
住
民
の
選
挙
運
動
に
つ
い
て
の
人
類
学
的
調
査
を
お
こ
な

っ

た
。
本
稿
は
こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た
査
料
の

一
部
を
整
理
し
た
も
の
て

あ
る
。
調
壺
を
承
諾
し
て
い
た
だ
い
た
候
補
者
の

J
o
s
e
p
h
K
o
p
o
l
氏、

M
ic
h
ael 
B
u
k
u
 N
a
li
氏、

S
t
e
p
h
a
n
M
e
n
d
e
p
o
氏
、
調
査
に
協

力
し
て
く
だ
さ

っ
た
マ
イ
プ
村
の
み
な
さ
ん
‘
報
告
者
を
家
族
同
然
に

迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

S
a
n
is
E
p
i
氏
と

W
e
n
o
l
T
o
m
氏
‘
ま

た
現
地
の
貰
重
な
情
報
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
青
年
海
外
協
力
隊
貝
の

山
本
真
史
氏
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
述
べ
た
い
。

(2
)

住
民
間
の
紛
争
の
多
く
か
、
法
律

(
V
ill
a
g
e
C
o
u
rt 
A
c
t
)
に
も
と

づ
い
て
設
沼
さ
れ
た
ビ
レ
ッ
ジ
コ
ー
ト
に
お
い
て
調
停
さ
れ
る
。
同
法

で
は
‘
ピ
レ
ッ
ジ
コ
ー
ト
の
運
営
を
担
う
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト

(
V
ill
a
g
e
 C
o
u
rt 
M
a
g
is
trate
)
は
、

パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
の

「
伝
統
」
で
あ
る
「
調
停
に
よ
る
紛
争
解
決
」
を
、
法
律
で
は
な
く

「
慣
習
法
」
に
も
と
づ
い

て
お
こ
な
う
と
さ
れ
て
い
る
。

(
3
)

合

83
は
、
社
会
人
類
学
に
お
け
る
政
治
研
究
の
視
点
と
し
て
、
王
制

や
原
始
国
家
の
形
成
ま
で
を
主
な
研
究
対
象
と
し
て
き
た
「
政
治
人
類

学」

（政
治
制
度
の
進
化
論
的
ア
プ
ロ

ー
チ
）
、
人
類
学
的
研
究
や
言
説

の
政
治
性
を
問
題
に
す
る
「
人
類
学
の
政
治
性
研
究
」
（
反
省
論
的
ア

プ
ロ
ー
チ
）
、
「
人
類
学
的
政
治
研
究
」
の
三
つ
を
指
摘
し
た
う
え
で
、

「
人
類
学
的
政
治
研
究
」
を
「
『
民
族
』
と

『民
族
』
、
『伝
統
社
会
』

と

『国
民
国
家
』
が
、
互
い
を

『他
者
』
と
し
て
、
そ
の

『他
性
』
に

向
き
合
う
こ
と
で
起
き
る
相
互
作
用
、
と
り
わ
け
‘
固
有
の
政
治
文
化

が
国
民
国
家
や
民
主
主
義
と
い
っ
た
理
念
と
ど
の
よ
う
な
相
五
作
用

を
起
こ
し
、
新
た
な
自
己
慈
識
を
形
成
す
る
か
、
そ
の
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
自
己
言
及
す
る
の
か
、
政
治
シ
ス
テ
ム
は
ど
の
よ
う
に
脱
構
築
さ
―

れ
て
き
た
か
と
い

っ
た
点
に
関
す
る

『現
在
の
民
族
誌
』
を
問
題
に
す

る
新

・
構
造

II
機
能
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
規
定
し
た
。
[
合
IIJ

一
九
九
七

i

一
三
四
ー
ロ
ニ
五
頁
]

合
田
の
趣
旨
を
敷
術
す
れ
ば
‘
「
人
類
学
的
法
研
究
」
を
構
想
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
い
て
は
‘

「恨
習
的
」
制
度
（
固
有
の
法
文
化
）
と

「国
民
国
家
的
」
司
法
制
度

の
相
互
作
用
の
場
が
ビ
レ
ッ
ジ
コ
ー
ト
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
る
の

で
実
現
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

(4
)

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
古
回
地
に
お
け
る
政
治
現
象
に
関
す
る

「
現
府

の
民
族
誌
」
の
先
駆
的
業
紐
と
し
て
は
‘
[
S
t
r
a
t
h
e
r
n
 1
9
7
1
]
 

[畑
中

一
九
七
五
]
な
ど
が
あ
る
。

(5
)

一
連
の

「ク
ー
デ
タ
ー
」
の
経
緯
に
つ
い
て
は
‘

[佐
藤

一
九
九

占
が
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

(6
)

報
告
者
が
一
九
九
六
年
九
月
か
ら
一

0
月
に
か
け
て
当
地
を
訪
れ
た

と
き
に
は
‘
は
や
く
も
村
々
を
ま
わ
り
始
め
て
い
る
立
候
補
予
定
者
が

あ
っ
た
。

(7
)

ヤ

シ

[
Y
a
s
i
 1
9
9
6
]

は
イ
ン
ボ
ン
グ
地
方
区

（南
部
高
地
州
で
メ

ン
デ
ィ
地
方
区
に
隣
接
す
る
選
挙
区
）
の
一
九
几
二
年
総
選
挙
を
分
析

し
た
さ
い
に
‘
こ
れ
ら
の
要
素
を
重
視
し
て
い
る
。
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(8)

ジ
ョ
ー
・
コ
ポ
ル
の
選
挙
運
動
に
つ
い
て
は
‘
稿
を
改
め
て
論
じ
る
予

定
な
の
で
本
稿
で
は
詳
し
く
触
れ
な
い
。

(
9
)

江
戸
は
、

「
ワ
ン
ト
ク

（原
義
か
ら
は
同

一
言
語
を
話
す
人
々
を
単

位
と
し
た
伝
統
的
な
集
団
）
主
義
」
と
「
地
域
主
義
」
か‘

「
分
離
独

立
主
義
」
と
と
も
に
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
国
家
統
合
に
お
け
る

「遠
心
力
」
だ
と
規
定
し
て
い
る
冗
戸
一
九
九
三
]
°

(10
)

調
査
中
‘
白
人
と
の
接
触
が
最
も
遅
か

っ
た
と
い
う
意
味
で
南
部
詞

地
州
は
「
最
後
の
州

(the
last
 pr
o
v
in
c
e
)
」
だ
と
説
明
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
チ
ャ
ン
首
相
が
島
嶼
部
（
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
州
ナ
マ
タ
ナ
イ
選
挙
区
）
出
身
の
た
め
政
府
の
施
策
が
い
つ
も

最
後
に
回
さ
れ
る
、
と
い
う
人
々
の
不
満
の
表
現
で
も
あ
る
。

チ
ャ
ン
の
は
か
に
、
マ
イ
ケ
ル

・
ソ
マ
レ

(
1
9
7
5
-
8
0
,

1
9
8
2
-
8
5
)

、

パ
イ
ア
ス

・
ウ

ィ
ン
テ
ィ

(
1
9
8
5
-
8
8
)

、
ラ
ビ
ー
・
ナ
マ
リ
ウ

(
1
9
8
8
-
9
2
)

の
三
人
が
首
相
を
務
め
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ソ
マ
レ
は
モ

マ
セ

（束
セ
ピ
ソ
ク
州
全
州
区
）
、
ウ
ィ
ン
テ
ィ
は
府
地

（西
部
高
地

州
全
州
区
）
、
ナ
マ
リ
ウ
は
島
嶼
部

（東
ニ
ュ
ー
プ
リ
テ
ン
州
コ
コ
ポ

選
挙
区
）
の
選
出
で
あ

っ
た
。

四
つ
の
地
域
の
う
ち
、
首
相
を
輩
出
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る

恩
恵
に
預
か

っ
て
い
な
い
の
が
パ

。フ
ア
地
域
で
あ
り
、
パ

。フ
ア
地
域
に

属
す
る
首
都
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ピ
ー
で
は
、
今
回
の
選
挙
で

「
ぜ
ひ
パ
プ

ア
人
首
相
の
実
現
を
」
と
い
う
運
動
が
盛
り
上
が

っ
て
い
た
。

(11
)

開
漿
な
か
ば
の
六
月
下
旬
に
は
‘
伝
え
ら
れ
る
劣
勢
に
い
ら
だ

っ
た

知
事
公
邸
の
デ
ィ
ソ
ク

・
ム
ネ
支
持
者
た
ち
が
警
備
の
た
め
駐
留
し
て

い
る
国
防
軍
兵
士
に
悪
口
を
吐
き
‘
怒

っ
た
国
防
軍
兵
士
が
公
邸
内
に

乱
入
、
威
嚇
の
た
め
機
関
銃
を
乱
射
す
る
と
い
う
事
件
さ
え
お
こ
っ
た
。

開
票
の
結
果
、
全
州
区
で
は
タ
リ
出
身
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

・
ア
ギ
ル
が

勝
利
し
て
知
事
の
座
を
獲
得
し
、
ニ
パ
の
人
々
は
公
邸
を
去

っ
て
タ
リ

の
人
々
が
メ

ン
デ
ィ
に
現
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

(12
)

な
か
で
も
‘
立
候
補
登
録
料
納
入
締
切
直
後
に
タ
ウ

ン
で
お
こ
な
わ

れ

た

フ

ラ

ン

シ

ス

・
ア

ワ

サ

の

ラ

リ

ー

に

は

、

国

民

連

合

(N
a
t
i
o
n
a
l
 
Alliance
)
党
首
で
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
独
立
時

を
含
め
て
二
度
の
首
相
経
験
者
で
あ
る
マ
イ
ケ
ル

・
ソ
マ
レ
が
参
加
し

た
こ
と
も
あ

っ
て
全
国
紙
二
紙
の
記
者
か
帯
同
し
て
お
り
、
新
聞
で
も

大
々
的
に
報
道
さ
れ
た
。

(13
)

全
州
区
候
補
者
の
デ
ィ

ッ
ク

・
ム
ネ
は
二

。ハ
、
同
じ
く
全
州
区
候
補

者
の
ア

ン
ダ
ー
ソ

ン
・
ア
ギ
ル
は
タ
リ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
自
身
の
地
元
で

ラ
リ
ー
を
実
施
し
た
。
ラ
イ
谷
か
ら
メ
ン
デ
ィ
地
方
区
に
立
候
補
し
た

三
候
補
者
は
‘
ラ
イ
谷
の
中
心
地
で
あ
る
ム
ニ
ュ
ウ
で
合
同
ラ
リ
ー
を

お
こ
な

っ
た
。
同
じ
ラ
イ
谷
の
候
補
で
あ
り
な
が
ら
ジ
ョ
ー
・
コ
ポ
ル

だ
け
は
こ
れ
に
参
加
せ
ず

（演
説
会
の
み
参
加
）
、

一
週
間
後
、
彼
個

人
の
ラ
リ
ー
を
ム
ニ
ュ
ウ
で
お
こ
な

っ
た

（こ
の
と
き
の
演
説
会
に
は

他
の
三
候
補
も
招
か
れ
た
）。

(14
)

カ
ン
ソ
ル
が
行
進
に
参
加
し
て
支
持
を
表
明
し
て
も
、
必
ず
し
も
村

全
体
の
支
持
を
表
す
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
ま
た
、
支
持
し
て
い
な
い
力

ン
ソ
ル
で
あ
っ
て
も
ラ
リ
ー
に
は
参
加
し
て
行
進
し
て
い
る
よ
う
だ

っ

た
。
た
と
え
ば
、
ト
ゥ
ミ
ヤ
村
の
カ
ン
ソ
ル
は
‘
必
ず
し
も
マ
イ
ケ
ル

を
支
持
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
行
進
に
は
参
加
し
て
い
た
。
ト
ゥ

ミ
ヤ
村
で
は
、
カ
ン
ソ
ル
を
含
め
た
多
く
の
人
々
が
、
最
終
的
に
マ
イ

プ
村
の
ジ
ョ
ー

・
コ
ポ
ル
を
支
持
し
て
彼
に
投
票
し
た
。

(15
)

報
告
者
は
四
回
の
ラ
リ
ー
を
実
際
に
見
聞
し
た
が
、
大
規
模
な

「豚
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肉
の
分
配
」
を
お
こ
な

っ
た
の
は
マ
イ
ケ
ル
の
み
で
あ

っ
た
。
彼
は
投

票

H
直
前
に
も
タ
ウ

ン
で
大
規
模
な
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
豚
肉
を
分
配

し
た
。

(16
)

新
聞
紙
上
で
は
チ

ン
プ
ー
州
で
立
候
補
し
た
女
性
候
補
が
話
題
を
呼

ん
だ
が
、
高
地
社
会
で
は
政
治
は
男
の
領
域
と
み
な
す
傾
向
が
強
く
‘

女
性
が
表
だ
っ
て
選
挙
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
珍
し
い
。
メ
ン
デ
ィ

地
方
区
で
は
女
性
立
候
補
者
は
な
か
っ
た
う
え
‘
箪
者
の
知
る
か
ぎ
り
‘

選
挙
運
動
を
し
て
い
た
女
性
は
こ
の
女
性
た
だ

一
人
で
あ

っ
た
。
彼
女

は
、
最
近
パ
プ
ア
ニ
ュ
—

ギ
ニ
ア
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り

で
、
同
窓

の
ジ
ョ
ー
ジ

・
ウ
ォ
ノ
メ
を
支
援
し
て
、
毎
日
の
よ
う
に
タ
ウ
ン
を
演

説
し
な
が
ら
選
挙
カ
ー
で
流
し
て
い
た
。
演
説
の
内
容
は
、
女
性
の
地

位
向
上
、
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
の
環
境
整
備

（教
育
の
充
実
）
な

ど
が
主
で
あ

っ
た
。

(17
)

支
持
者
が
金
を
出
し
あ

っ
て
立
候
補
登
鋒
料
を
用
意
し
た
り
、
候
補

者
と
支
持
者
が
行
列
を
組
ん
で
立
候
補
登
録
料
を
払
い
込
み
に
選
挙
管

理
委
員
会
を
訪
れ
た
事
例
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
た
が
、
メ
ン
デ
ィ

地
方
区
で
は
そ
の
よ
う
な
事
例
は
聞
か
れ
な
か

っ
た
。

参
考
文
献

江
戸
淳
子

一
九
九

三

「

オ
セ
ア
ニ
ア
の
国
家
統
合
の
諸
形
態
」
清
水
昭

俊
•

吉
岡
政
徳

（編
）
r
オ
セ
ア
ニ
ア

3

近
代
に
生
き
る
』

東
京
大
学
出

版
会
‘

一
五
五
ー

一
七

0
頁
。

紙
村
徹

一
九
九
七

「村
長
ガ
ウ
イ
の
村
落
開
発
戦
略
に
つ
い
て
ー
|ー
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
セ
ピ
ッ
ク
州
プ
ラ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
タ
ー
川
上
流
域
カ
ニ

ン

ガ
ラ
村
の
事
例
」
森
部
一

•

水
谷
悛
夫

・

大
岩
碩

（編
）
r
変
貌
す
る
社

会

文
化
人
類
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
ニ
ニ
八
ー
ニ

五
一
頁
。

熊
谷
圭
知

一
九
八
八

「
タ
イ
ム

・
パ
ル
ス

・
イ

・
カ
ム
[
°ハ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ

ア
‘
ミ
ア
ン
ミ

ン
族
に
お
け
る
西
欧
世
界
と
の
接
触
と
社
会
変
容
」

『阪
南
論
集
人
文
自
然
編
』
二
三
巻
四
号
‘

一
ー
ニ

0
頁
。

合
田
涛

一
九
九
七

『
イ

フ

ガ

オ

ー

ル

ソ

ン
島
山
地
民
の
呪
阻
と
変

容
』
弘
文
堂
。

佐
藤
裕

一

―

九
九
七

「
ボ
ー
ト
モ

レ
ス
ピ
ー
の

『ク
ー
デ
タ
ー
」
と
エ
ン

ガ
社
会
の
反
応
」
日
本
オ
セ
ア
ニ
ア
学
会

rN
E
W
S
L
E
T
T
E
R
J
五
八
号
、

-
I
九
頁
。

畑
中
幸
子

一
九
七
五

「
調
停
者
は
誰
か
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
高
地
に
お
け

る
文
化
変
容
の
研
究
」
『
民
族
学
研
究
』
四

0
巻

一
号、

一
六
ー
三
四
頁
。

吉
田
正
紀
一
九
七
四

「
ラ
イ
渓
谷
の
豚
祭
り
」
『史
苑
』

三
四
巻―

一号
。

L
e
d
e
r
m
a
n
,R
.
 1

9
8
4
 

W
h
o
 
S
p
e
a
k
s
 H
e
r
e●

 

F
o
r
m
a
l
i
ty 
a
n
d
 
th
e
 

Politics 
of 
G
e
n
d
e
r
 
in 
M
e
n
d
i
,
 Hi

g
h
l
a
n
d
 
P
a
p
u
a
 
N
e
w
 G
u
i
n
e
a
.
 

in 
D
.L. B
r
e
n
n
e
i
s
 
a
n
d
 
F
.R
.
 

M
y
e
r
s
 (e
ds) 
D
a
ng
e
r
o
u
s
 
W
o
rds
:
 

L
送
嘉
e
a
ミ
i
P
o
litics
 i
n
 the
 
Pa
cific• 

N
e
w
 Y
o
r
k
:
 
N
e
w
 Y
o
r
k
 

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 Press
.
 

Oli
v
e
r,
 M
.
 (ed) 

1
9
8
9
 

E
l
e
k
s
i
n
:
 
T
h
e
 1
9
8
7
 N
a
t
i
o
n
a
l
 
E
lection 
in 

P
a
p
ua
 N
筵

G
u
i
謎
a
.
P
o
r
t
 M
o
r
e
s
b
y
:
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 of P
a
p
u
a
 N
e
w
 

G
u
i
n
e
a
.
 

Sillitoe
,
 P.
 1

9
8
1
 

S
o
m
e
 
m
o
r
e
 
o
n
 
W
a
r
.
 in 

R
.
 

S
c
a
g
l
i
o
n
 
(ed) 

H
o
m
i
g
 ie 
C
o
m
p
e
苔
a
t
i
o
n
m
p
g
u
a
 N
筵

G
u
i
n
e
a
:
P
roblem
s
ミ
良

P
r
ospects.
 Po

r
t
 
M
o
r
e
s
b
y
 :
 L
a
w
 R
e
f
o
r
m
 C
o
m
i
s
s
i
o
n
 
of 
P
a
p
u
a
 

N
e
w
 G
u
i
n
e
a
.
 

120 



Strathern, A. 
1971 

T
o
 C
h
o
o
s
e
 
a

 S
t
r
o
n
g
 
M
a
n
:
 T

h
e
 H

o
u
s
e
 
of 

A
s
s
e
m
b
l
y
 Elections in 

M
u
l
-
D
e
i
,

 1968. 
O
ceania 41 :

 136-147 

T
h
e
 Ind

ependent State of 
P
a
p
u
a
 N

e
w
 G
u
i
n
e
a
 1997 Instructions 

to 
Presidering 

Officer: 
T
h
e
 
Organic 

L
a
w
 
o
n
 
National 

E
lections. 

Yasi, J. 
1996 T

h
e
 Election 

in 
the I

m
b
b
o
n
g
u
 O
p
e
n
 Electorate

.
 in 

Y. Saffu (ed) 
T
he

 19
9
2
 P

N
C
 Election: 

C
h
a
n
ge

 an
d
 Continuity 

in 
Electoral 

Politics. 
C
a
n
b
e
r
r
a
:
 

Australian 
National 

University 

INI 




